オレゴン州立大学　総合的植物保護研究センター所長　Paul.C.Jepson教授講演へのお誘い

天敵利用研究会代表　根本　久

西ヨーロッパでは１９７０年前後にチリカブリダニを使ったハダニの防除が実用化した。しかし、天敵は特定の害虫にしか効果がない場合が多く、ハダニ以外の病害虫が発生した場合には薬剤を使わなければならなかった。しかし、殺虫剤を使用するとチリカブリダニが死んでしまう。天敵を普及するためには、天敵に影響のない農薬を見つけださなければならない。１９７４年に、西ヨーロパ各国の研究者たちは有用天敵への薬剤の影響の調査を共同して行う事を決め、多種類の薬剤の天敵類に対する影響の調査を精力的に行っている。ＥＵは天敵保護を徹底させるため、現在、薬剤の農薬登録に際して天敵への薬剤影響の詳細なデーターを要求している。

　P.C.Jepson博士は西ヨーロッパにおけるこの分野のリーダー的存在で、現在は米国　オレゴン州立大学の教授で総合的植物保護センター所長を兼任されている。博士の専門分野は農薬施用、効果、ドリフト管理、生態リスク管理を含むIPM、生態毒性研究のモデル昆虫の利用、個体群レベルのリスク評価、規模・景観要因、長期個体群プロセスの重要性研究、生態学基礎・生態毒性学と生態リスク評価理論の応用等多岐にわたる。今回、神戸で開催されるIUPAC（８月６～１１日）に参加するため来日する機会を利用して、同教授のセミナーを東京農業大学と農業環境技術研究所の２ヶ所で開催することになった。演題及び開催日時は以下のようである。
８月１日（火曜日）　　１５時３０分より

事前申し込み（Ｅ－ｍａｉｌ：takeuchi@nodai.ac.jp  　ﾌｧｯｸｽ：03-5477-2642）

　　　　　　（生物的防除部会事務局　竹内宛）　参加費３,０００円
会場　東京農業大学世田谷キャンパス１号館４階メディアホール）

演題：Understanding and managing pesticide-natural enemy interactions as a critical component of IPM
（IPMの重要な構成要素、農薬と天敵の相互作用の理解と管理）
８月３日（木曜日）１５時～１７時

事前申し込み（連絡先）：農環研生物多様性研究領域長（khirai@affrc.go.jp）
                       参加費無料（資料等がある場合は別）

会場　（独）農業環境技術研究所（つくば市）本館５F、５４７室
演題：Pesticide impacts on biological control agents: insights from ecotoxicology, landscape ecology and conservation biology
（天敵に対する農薬のリスク：生態毒性学、景観生態学と保全生物学からの洞察）

